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第
二
十
巻
　
第
一
號

＝
　
○

伊
勢
國
　
の
　
経
塚

　
　
　
　
開
　
緒
　
　
　
　
言

　
我
國
佛
教
信
仰
の
史
蹟
と
し
て
、
佛
教
史
上
に
は
勿
論
の
こ
と
、

考
古
學
上
に
も
將
叉
廣
く
美
文
史
の
上
に
も
重
要
な
る
研
究
題
目

と
な
っ
て
居
る
も
の
は
経
塚
で
あ
る
。
繧
塚
は
藤
原
時
代
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
、
更
に
足
利
時
代
に
も
、
偲
俗
の
信
者
の
窮
纏

埋
蔵
に
よ
つ
て
行
は
れ
、
我
が
内
地
殆
ん
ど
全
國
に
分
布
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
遣
蹟
の
登
見
さ
れ
た
る
も
の
約
三
百
を
算
し
て
み
る
。
其
の
中

伊
勢
國
に
就
い
て
見
る
に
次
の
＋
ケ
所
を
算
へ
る
事
が
禺
來
る
。

　
宇
治
山
田
市
浦
口
町
旦
総
山
小
町
塚

岡同同同度
　　　　會
郡郡郡郡僕

等
本
村

同
　
村

同
　
村

四
郷
村

同
　
村

大
字
勢
田
小
宇
永
代
治
世
ケ
峰

大
字
勢
田
小
字
八
塚
八
塚
山

大
字
前
山
小
字
輻
谷
郷

大
字
楠
部

大
字
朝
熊
小
字
岳
経
ヶ
峰

桑安一同同
名濃志
郡郡郡県郡

佐

同
　
村

史
津
村

多
事
村

神
戸
村

多
度
村

藤

虎

雄

大
字
北
中
村
小
字
菩
提
山

大
字
河
内
　
仙
宮
神
肚

大
字
漆
御
報
山

大
字
牟
田

大
字
多
度
　
多
度
神
宮

　
以
上
大
部
分
南
伊
勢
が
之
を
占
め
北
伊
勢
に
は
少
い
。
南
伊
勢

で
も
，
紳
宮
鎭
座
の
宇
治
山
田
市
を
中
心
と
し
て
之
に
隣
接
す
る

地
方
に
著
し
い
。
神
風
の
伊
勢
宮
は
紳
宮
奉
齋
の
國
で
あ
軌
凸
憩
宮

祠
官
荒
木
田
氏
度
會
氏
等
の
経
塚
を
瞥
む
も
の
あ
っ
て
、
當
時
の

佛
敏
信
仰
に
注
意
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
ま
た
経
塚
臓
物
に
も
瓦

経
・
鏡
・
佛
像
・
水
滴
・
磐
・
鍔
・
槍
等
注
意
す
べ
き
も
の
少
か
ら
ず
、

考
古
肇
的
に
も
研
究
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
二
経
塚
の
分
布
滑
革

　
伊
勢
の
経
塚
に
關
し
て
は
漸
く
徳
川
時
代
中
期
に
知
ら
れ
寛
政

（　120　）
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翻

九
年
の
伊
勢
鷺
宮
名
所
圖
會
，
天
保
四
年
安
岡
親
書
撰
の
勢
面
懸

鈴
慰
響
、
明
治
二
十
八
年
紳
宮
司
聴
編
の
紳
都
名
勝
誌
に
記
載
せ

ら
れ
て
み
る
。
近
年
は
考
古
界
考
古
墨
難
嵩
置
に
も
多
少
は
紹
介

せ
ら
れ
て
み
る
。
此
等
の
経
塚
は
自
然
の
崩
壌
若
く
は
入
爲
的
の

乱
掘
に
よ
っ
て
累
物
を
出
し
て
み
る
。
藪
に
経
塚
葉
芽
・
登
掘
の

顛
末
及
び
郵
亭
に
就
い
て
今
回
調
査
し
た
と
こ
ろ
を
概
略
．
説
明
す

る
。

　
宇
治
山
田
市
、
外
宮
の
背
後
高
倉
寓
・
蓮
随
山
よ
り
北
方
へ
、
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン
ガ

ロ
町
字
山
名
に
丘
陵
が
の
び
て
旦
過
山
と
云
ひ
、
其
丘
尾
を
天
紳

山
と
い
ふ
。
今
旦
過
田
と
天
紳
山
と
の
間
に
は
伊
勢
電
鐵
を
通
じ

て
み
る
。
爾
山
共
に
往
古
よ
り
の
墓
地
で
度
會
氏
荒
木
田
氏
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
あ
る
。
四
過
山
中
に
乾
鮭
と
構
す
る
所
が
あ
っ
て
、
天
明
年
中

に
転
毒
す
る
農
夫
が
一
堆
の
地
を
穿
つ
た
の
に
撒
百
枚
の
経
瓦
を

得
た
と
い
ふ
。
其
後
明
治
の
中
頃
に
も
旦
過
山
の
小
町
塚
と
回
す

る
所
よ
り
多
数
の
経
料
を
獲
毒
し
た
と
云
ふ
。
そ
の
強
蹟
を
み
る

に
現
駄
は
草
太
叢
生
し
て
特
別
な
る
施
設
は
分
ら
な
い
。
而
し
て

世
に
天
竜
山
或
は
且
過
料
の
経
塚
と
証
す
る
も
の
は
何
れ
も
、
こ

の
小
町
塚
の
潮
騒
を
指
す
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
伊
勢
國
の
経
塚

　
度
會
郡
で
は
宮
本
村
大
字
勢
田
誓
書
永
代
山
の
丘
陵
地
で
宇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

山
田
布
倭
町
に
接
す
る
邊
に
経
ケ
峰
が
あ
っ
て
頗
る
小
野
域
で
は

あ
る
が
，
封
土
が
よ
く
残
り
数
株
の
松
樹
が
鐸
え
て
居
る
。
封
土

の
中
央
部
に
掘
ら
れ
た
跡
が
あ
り
、
土
中
小
石
の
礫
々
た
る
が
認

め
ら
れ
、
調
査
の
際
に
皿
形
素
焼
土
器
の
破
片
を
獲
饗
し
た
、
此

の
経
ク
峰
よ
り
永
代
山
を
西
南
へ
下
っ
て
、
勢
田
小
字
八
塚
に
出

　
　
　
　
　
④

る
。
「
此
塵
の
八
塚
山
よ
り
明
治
初
年
の
頃
に
経
巻
の
入
っ
た
陶
製

経
筒
二
個
を
獲
煙
し
た
と
い
ふ
。
此
地
帯
も
今
明
で
な
い
。
宮
本

村
大
字
前
山
宇
亀
谷
郷
は
嘗
て
世
義
寺
の
あ
っ
た
薔
地
で
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

寺
の
宇
治
山
田
へ
移
樽
の
際
に
経
筒
こ
個
を
心
見
し
た
と
い
ふ
。

現
に
魑
谷
郷
の
山
上
に
は
世
説
寺
の
古
瓦
を
含
ん
だ
早
馬
は
あ
る

が
経
塚
の
地
貼
は
確
實
に
分
ら
な
い
。

　
宇
治
山
田
市
の
東
方
な
る
四
郷
村
に
於
て
は
大
字
楠
部
よ
り
明

治
三
夫
歪
耕
地
整
理
中
勲
互
千
吾
個
在
中
の
衙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

寵
を
嚢
寄
し
た
。
同
村
大
字
北
中
村
な
る
菩
提
山
は
憩
宮
寺
の
あ

っ
陣
所
で
此
塵
よ
り
も
瓦
経
が
登
見
さ
れ
た
、
現
在
草
木
叢
生
し

て
大
い
に
荒
慶
し
て
み
る
。
同
村
大
字
朝
熊
小
字
密
な
る
朝
熊
山

は
南
北
二
峰
に
分
れ
、
そ
の
南
な
る
を
経
ケ
峰
と
云
ひ
，
金
剛
誰
．

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
【
競
　
　
　
　
＝
二
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伊
勢
國
の
纒
塚

寺
の
背
面
に
痴
り
海
抜
五
百
五
十
三
米
の
所
で
あ
る
。

③経
塚
が
鼎
の
脚
の
如
く
借
間
離
れ
て

三
基
あ
つ
で
、
第
一
號
は
明
治
十
五

年
頃
塚
畔
の
樹
木
が
倒
れ
て
，
経
筒

が
露
出
し
た
。
其
後
経
筒
破
片
。
合

子
等
が
登
掘
さ
れ
た
。
此
経
塚
構
造

当
初
は
他
の
一
般
例
と
同
じ
く
小
墳

丘
歌
態
を
呈
し
た
封
土
が
存
し
た
も

の
ら
し
い
。
大
正
三
年
夏
修
繕
を
加

へ
て
現
歌
の
如
く
高
さ
約
牟
間
揮
約

一
間
牛
の
圓
形
に
石
を
積
み
寳
笹
印

石
塔
が
立
っ
て
、
経
塚
の
標
識
と
な

っ
て
み
る
。
（
第
一
圖
）
第
二
號
は
明

治
三
十
四
五
年
頃
何
者
に
か
登
掘
せ

ら
れ
、
そ
れ
を
修
繕
の
際
に
経
筒
破

片
霊
像
銅
板
等
を
出
し
た
。
現
に
方

約
七
尺
五
寸
高
さ
約
一
尺
の
壇
を
な

此
塵
に
は

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
第
一
號
　
　
　
蟹
＝
‘
ご
一

た
が
修
繕
さ
れ
て
覗
に
方
言
五
尺
高
さ
約
一
尺
の
壇
を
な
し
五
輪

塚経號一第峰ケ経山熊朝國勢伊　圖一壷

石
塔
二
基
が
立
っ
て
る
る
、

　
一
志
郡
で
は
多
氣
墨
字
漆
に
御
壷

山
の
経
塚
が
あ
っ
て
昭
和
九
年
二
月

に
経
筒
・
鏡
・
合
子
・
刀
・
槍
等
多
歎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

帯
下
を
嚢
嘱
し
た
。
安
濃
郡
で
は
紳

戸
村
大
字
牛
田
よ
り
多
藪
の
経
石
を

書
見
し
た
。

　
な
ほ
度
會
郡
吉
津
村
大
宇
河
内
な

　
⑩

る
仙
宮
頑
肚
に
は
経
筒
・
水
滴
・
磐
を

傳
へ
て
る
る
が
，
此
等
は
土
中
品
で

境
内
議
掘
品
の
陶
器
土
器
等
か
ら
推

し
て
倉
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
多

氣
郡
丹
生
村
な
る
紳
宮
寺
に
は
優
秀

な
る
経
筒
が
傳
っ
て
み
る
。
其
の
糞

見
地
は
不
詳
で
あ
る
が
、
其
銘
文
に

よ
っ
て
伊
勢
國
で
あ
ら
う
と
認
め
ら

・（　122　）

し
五
輪
石
塔
が
立
っ
て
る
る
。
第
三
號
も
何
時
の
頃
か
盗
掘
さ
れ
　
　
れ
る
っ



　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
桑
名
郡
多
度
村
な
る
多
度
神
里
境
内
に
は
岩
石
多
く
明
和
七
年

祉
の
側
の
籠
石
の
下
よ
り
鏡
三
＋
面
創
扁
口
陶
器
＋
五
個
銭
一
文

を
登
潔
し
た
。
其
の
墨
縄
筒
の
残
鋏
を
獲
寒
し
、
此
の
慧
蹟
は
確

實
に
経
塚
と
い
ふ
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
以
上
の
中
で
現
在
纏
塚
と
し
て
の
面
影
を
残
し
て
居
る
の
は
宮

本
村
永
代
山
の
経
ケ
峰
・
朝
熊
山
の
経
ケ
峰
・
多
氣
註
脚
の
御
壺
山

で
其
他
は
甚
し
き
攣
遷
を
凝
し
て
み
る
。
、

　
　
　
ノ

　　

@／、
一
壷
く
一

xx一一
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第
二
圖

1

　
　
　
　
　
　
（
廣
田
周
藏
氏
見
取
㎜
凹
に
採
る
）

御
参
山
経
塚
譜
面
圓
及
申
央
経
筒
埋
納
歌
態

伊
勢
國
の
経
塚

　　　o

　
　
　
．
三
経
蕨
の
構
造
　
、
　
↑

　
伊
勢
國
鷹
野
の
構
造
に
關
し
て
は
既
に
破
壌
埋
滅
に
蹄
し
た
も

の
が
多
く
、
、
殊
に
内
部
構
造
に
至
っ
て
は
今
日
之
を
適
確
に
阻
記

す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
）
、

　
永
代
山
の
経
ケ
峰
朝
米
差
の
経
グ
峰
、
多
出
杜
漆
、
多
度
紳
肚
等

に
於
て
は
封
土
は
割
合
に
よ
く
残
っ
て
み
る
。
朝
熊
山
に
於
て
は

割
石
が
敏
回
し
、
第
一
號
経
塚
で
は
、
既
に
國
寳
に
指
定
せ
ら
れ

た
陶
製
経
筒
は
小
石
室
内
に
納
め
ら
れ
，
天
井
に
は
加
工
せ
る
石

－
材
㎡
．
一
枚
を
以
て
覆
っ
て
あ
っ
た
と
ド
ふ
。
漆
経
塚
は
御
三
由
の
頂

「
上
で
、
一
六
掘
者
の
言
に
よ
る
と
地
下
約
六
尺
に
し
て
逡
物
の
壌
室

が
現
れ
、
中
央
に
陶
製
外
容
回
付
青
銅
経
筒
｝
個
あ
り
、
、
之
を
中

心
と
し
て
約
三
間
の
直
径
を
以
て
十
三
個
の
経
筒
が
環
款
に
配
置

し
て
あ
っ
た
。
（
第
二
圖
）
其
中
の
一
、
個
ば
既
に
盗
掘
に
あ
ひ
破
壊
さ

れ
て
み
た
。
各
経
筒
は
そ
の
下
に
篇
亭
な
底
石
が
あ
っ
て
周
園
を

割
石
で
園
み
上
に
は
天
井
石
が
覆
ふ
て
あ
っ
弛
と
い
ふ
。
此
石
室

は
漸
く
縄
筒
を
回
る
Σ
に
足
る
の
大
き
さ
で
、
内
部
に
鏡
．
刀
・
合

子
・
銭
が
納
め
ら
れ
で
あ
っ
た
。
此
の
如
く
秘
小
石
室
を
形
成
す
る

こ
と
は
藤
原
時
代
経
塚
に
類
例
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
一
封
土
中

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
’
第
一
號
　
　
　
ら
二
三
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伊
拶
國
の
経
塚

に
此
の
如
く
童
歌
に
経
筒
の
配
置
さ
れ
た
る
は
、
そ
の
例
至
っ
て

少
く
、
伊
豆
國
伊
豆
山
稗
肚
の
経
塚
に
此
形
式
が
あ
る
と
聞
い
て

み
る
。
な
ほ
此
が
滲
考
と
し
て
筑
前
國
四
王
寺
山
経
塚
群
中
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
は
一
封
土
中
に
三
個
の
石
室
を
藏
し
，
駿
河
國
沼
津
香
貫
出
経

塚
に
於
て
は
中
央
主
命
の
外
、
そ
の
四
方
に
潅
物
が
納
置
さ
れ
て

る
た
と
い
ふ
。

　
次
に
瓦
経
経
塚
の
内
部
構
造
は
更
に
よ
く
分
ら
な
い
。
口
過
山

小
町
塚
に
於
て
は
明
治
年
代
嚢
漸
悟
の
談
に
よ
る
に
，
李
面
に
愁

思
重
ね
て
あ
っ
た
と
い
ふ
。
瓦
経
は
直
接
土
中
に
埋
め
た
も
の
か

伊
勢
國
で
は
分
ら
な
い
が
、
他
國
で
は
容
器
の
あ
っ
た
と
思
は
れ

る
も
の
が
あ
る
。
唯
注
意
す
べ
き
は
旦
過
山
の
出
土
品
に
土
製
素

焼
の
反
縛
し
た
蓮
面
形
が
あ
っ
て
，
此
は
経
塚
の
内
部
に
或
廣
劃

を
な
し
て
そ
の
内
に
瓦
経
が
納
め
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
伊
勢
國
の
縄
塚
は
計
毒
言
に
嚢
掘
調
査
し
た
も
の
は
な
い
。
経

塚
附
近
の
天
然
の
崩
学
窓
は
人
爲
的
の
嚢
掘
墨
筆
に
附
随
し
て
，

或
は
輩
な
る
遺
物
探
取
の
目
的
に
よ
っ
て
獲
見
せ
ら
れ
た
も
の
が

多
い
。
二
っ
て
内
部
の
構
造
大
き
さ
遣
物
の
富
盛
歌
態
等
の
如
き

は
明
瞭
を
鋏
い
て
る
る
。
か
く
て
出
土
慰
物
の
如
き
も
完
全
に
牧

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
ご
四

幅
せ
ら
れ
た
食
合
は
極
め
て
少
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
四
経
文
、
遣
物
r

　
伊
勢
國
経
塚
嚢
見
の
経
文
に
は
紙
本
経
・
瓦
経
・
石
経
の
三
種
類

あ
る
。頭

熱
の
讐
に
遣
っ
て
居
お
は
鞭
村
八
塚
山
の
経
塚
で
．

明
治
初
年
に
経
筒
中
に
嚢
見
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
今
そ
の
所

在
不
明
で
あ
る
。
多
書
村
漆
の
経
塚
で
は
、
そ
の
紙
が
腐
朽
し
て

墨
書
の
文
字
で
は
あ
る
が
判
讃
し
難
い
。
併
し
、
縄
巻
の
軸
を
な
し

て
み
た
竹
が
十
撒
本
遣
っ
て
み
た
。
書
津
村
河
内
の
仙
宮
紳
瀧
の

銅
製
鍵
橦
形
藤
蔓
に
は
墨
書
細
字
の
法
華
経
八
巻
が
遺
っ
て
居
る

但
し
此
は
近
世
の
筆
で
あ
る
。
此
外
の
経
塚
に
於
て
は
紙
本
経
の

有
無
は
明
で
な
い
が
、
経
筒
が
出
て
み
る
以
上
は
そ
の
中
に
は
経

巻
の
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
次
に
瓦
経
で
あ
る
が
之
は
漉
過
幽
小
町
塚
・
北
中
村
菩
提
山
に

て
愉
し
く
登
見
さ
れ
伊
勢
國
と
し
て
著
名
な
る
も
の
で
あ
る
。
此

等
維
塚
の
瓦
経
は
大
所
相
似
た
る
形
式
で
土
製
素
焼
で
灰
白
色
若

く
は
鋤
黒
色
を
呈
し
且
吸
水
性
に
富
ん
で
み
る
。
　
一
枚
の
大
き
さ

縦
約
八
寸
乃
至
八
寸
閲
H
分
・
横
約
九
寸
六
凶
分
乃
至
一
尺
ハ
・
厚
さ
轟
ひ
分
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⑮

乃
至
七
分
で
あ
る
。
播
磨
國
よ
り
嚢
見
さ
れ
た
も
の
は
縦
九
寸
・
横

八
寸
六
分
・
厚
さ
五
分
で
極
勢
國
の
方
が
少
し
大
き
い
。
爾
面
に
罫

を
6
1
き
、
一
旗
十
五
行
で
各
行
の
高
さ
七
寸
・
幅
六
分
あ
る
。
此
行

に
経
文
を
刻
し
。
日
量
十
七
宇
詰
で
あ
る
が
，
経
文
の
都
合
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

つ
て
は
十
八
字
・
二
十
四
字
・
三
十
二
字
詰
の
も
の
も
あ
る
。
播
磨

出
土
の
も
の
は
十
二
行
乃
至
＋
五
行
の
罫
を
ひ
き
，
一
行
十
二
字

乃
至
十
七
字
詰
で
あ
る
。
経
文
の
都
合
で
表
面
で
終
っ
た
揚
合
は

裏
面
に
は
罫
も
引
い
て
な
い
。

　
経
の
種
類
は
法
華
経
が
最
も
多
く
、
普
賢
槻
純
・
無
量
義
経
・
般

若
心
経
・
大
日
経
・
金
剛
軒
割
・
蘇
蜜
地
経
・
理
趣
経
・
随
求
師
得
陀

羅
尼
．
金
剛
界
禮
露
文
が
あ
り
，
金
剛
界
曼
茶
瓶
・
胎
藏
界
曼
茶

　
　
　
　
　
　
⑰

羅
ま
で
あ
る
。
菩
提
山
出
土
の
瓦
経
に
は
般
若
心
経
を
小
町
塚
の

　
　
　
　
⑱
、
　
　
　
　
　
⑲

瓦
縷
に
は
金
剛
界
曼
茶
羅
、
電
蓄
界
曼
茶
羅
を
夫
々
記
し
て
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
。
経
の
文
字
は
大
部
分
漢
字
で
あ
る
が
、
旦
過
由
出
土
の
中
に

は
藁
蓑
宗
の
諸
天
の
総
種
子
な
る
陣
（
円
環
ヨ
）
の
梵
宇
を
並
べ
記

し
た
も
の
が
あ
る
。
以
て
諸
佛
、
諸
菩
薩
を
一
字
短
に
表
し
、
三

世
三
千
佛
等
の
諸
塚
を
標
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
第
四
岡
1
）

　
瓦
経
の
界
線
の
左
割
薫
稀
に
砿
右
側
に
「
六
巻
十
八
」
乏
書
い
て

　
　
　
　
伊
鋤
閣
の
経
塚

あ
る
の
は
法
華
経
六
巻
の
十
八
枚
目
な
る
を
示
す
。
其
他
、
「
大
日

二
巻
十
一
」
「
大
日
纒
四
巻
」
「
金
剛
寺
導
管
金
剛
頂
立
九
七
」
「
蘇
三

巻
班
一
」
「
蘇
悉
十
五
」
「
蘇
悉
皆
十
八
≒
七
五
」
等
と
書
い
て
あ
る

が
、
・
か
・
る
略
號
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
，
此
等
に
は
敷
安

四
年
の
銘
の
あ
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
願
文
を
書
き
添
へ
て
あ

　
　
⑳

る
が
旦
亀
山
出
土
の
も
の
に
は
筆
者
や
瓦
工
の
名
の
記
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。
叉
瓦
経
と
同
じ
焼
方
で
製
ら
れ
た
土
製
素
焼
の
光
背

形
が
あ
る
。
某
氏
の
藏
に
二
個
あ
る
が
高
さ
約
八
寸
の
「
重
圓
光

で
其
一
は
表
に
、
ア
、
ビ
、
ラ
、
ウ
ン
ク
ン
の
種
子
を
書
き
め
ぐ

ら
し
其
二
は
表
に
眞
言
の
種
子
を
か
き
め
ぐ
ら
し
裏
に
「
過
去
大

中
臣
酒
糟
妙
爲
成
佛
得
道
也
、
承
安
四
年
五
月
二
十
一
日
作
者
曾

隆
圓
□
口
薬
、
沙
彌
鞍
置
」
と
銘
が
あ
っ
て
此
の
内
容
及
書
欝
か

ら
推
し
て
旦
過
山
か
菩
提
山
出
土
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
瓦
経
に

准
ず
る
も
の
と
し
て
あ
け
て
お
く
。

　
瓦
経
は
從
來
、
山
城
・
三
河
・
播
磨
・
備
前
・
備
後
・
美
作
・
伯
誉
・
阿

波
・
筑
前
・
筑
後
に
亘
り
西
陣
に
多
い
様
で
あ
る
。
而
し
て
伊
勢
國

に
於
て
は
其
の
種
類
多
く
、
注
閣
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
五
経
　
　
　
筒

　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
一
號
、
　
　
一
ご
五
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俳
勢
國
の
経
塚

　
伊
勢
講
に
総
て
は
維
塚
瀧
蹟
の
約
牛
撒
よ
り
纏
筒
を
出
し
て
居

る
。
経
筒
に
は
陶
土
製
と
銅
製
と
が
あ
っ
て
前
者
の
方
が
多
く
、

不桐多吉四同宮登
　・、氣津郷　本

　　三下　 下見　　麿
　　、河朝　前
明　漆内熊　山地

所
、
　
三

世
義
寺
、

同
金
剛
謹
寺

子
羊
雲
趾

廣
田
周
藏

騨
宮
寺

不
明
（
推
定
朝
熊
山
）
岩
出
二
三
郎

　
　
・
身

口
径

六
・
九

七
・
○

，
五
・
〇

四
・
九

四
・
四

五
・
〇

五
・
二

五
・
七

　
　
　
　
　
漁
単
二
十
巷
　
　
第
一
號
「
　
　
　
一
二
、
六
囁

現
存
し
て
居
る
も
の
に
就
い
て
其
の
獲
見
地
所
藏
大
き
さ
等
次
の

如
し
。

　
高

八
ず
三

八
・
〇

一
〇
・
七

九
二

七
・
二

九
二

．
　
’
し
　
　
L

」
ノ
噸
」
ノ

九
・
七

五．四五三附五五六底
一五八八五九九二穫

　
右
表
に
見
る
如
く
身
の
舌
癌
に
於
て
金
剛
詮
寺
識
の
も
の
が
一

尺
七
分
で
最
も
高
く
漆
纏
塚
の
が
七
寸
二
分
で
最
も
低
い
が
大
面

八
寸
乃
至
一
尺
ま
で
の
も
め
が
多
い
。
口
経
は
四
寸
乃
至
七
寸
で

世
義
寺
藏
の
あ
の
が
最
も
贋
い
。
高
さ
と
口
径
と
は
必
ず
し
も
正

比
例
し
て
み
な
い
。
形
歌
は
艶
紅
で
口
よ
り
胴
部
に
至
り
膨
み
再

び
底
部
▽
に
至
る
に
三
っ
て
狭
ま
っ
て
み
る
。
漆
経
塚
の
も
の
に
は

胴
部
に
突
帯
を
め
ぐ
ら
し
た
竜
の
が
あ
る
。
口
頸
部
は
極
め
て
短
’

○
・
三
i
O
・
五

〇
・
三
一
○
・
五

〇
・
三

欺慧 酔∠ﾚ蓋

有灘三三備
　　外個
　銘容ノ　銘　銘
　　三二　（　（考
　　山群　笙　箋
　　函画・画　面
　　↓↓・巳　己、、

く
或
は
無
い
が
，
丹
生
村
神
宮
寺
藏
の
も
の
は
ロ
頸
部
内
回
り
で
、

匙
面
を
呈
し
精
巧
な
る
も
の
で
あ
る
。
底
は
何
れ
も
李
威
の
形
式

で
あ
る
。
現
に
蓋
を
備
へ
て
る
る
も
の
は
少
く
、
た
ゴ
漆
経
塚
に

於
て
は
十
四
個
何
れ
も
完
備
し
て
み
た
と
い
ふ
Q
此
等
何
れ
も
仙

宮
書
手
、
岩
患
関
所
藏
の
も
の
と
共
に
被
蓋
式
撮
蓋
の
形
式
で

あ
る
。
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陶
土
は
細
砂
粒
を
含
ん
だ
粘
土
を
用
ひ
素
焼
で
吸
水
性
の
も
の

走
、
焼
成
火
度
高
く
嶢
締
め
た
も
の
と
が
あ
る
。
表
面
は
世
義
寺

金
剛
謹
寺
童
の
如
き
は
鋤
黒
色
を
呈
し
、
丹
生
村
紳
宮
寺
藏
の
並

幅
は
焼
締
め
の
強
い
爲
に
濃
黒
色
を
漬
し
て
質
は
堅
緻
で
あ
る
。
，

叉
世
義
寺
藏
の
も
の
に
は
自
然
に
瀟
の
吹
出
し
て
み
る
部
分
が
あ

る
。

　
此
等
経
筒
は
意
義
寺
、
仙
宮
紳
熔
岩
の
身
の
内
部
を
見
る
と
仙

髄
五
分
の
輪
積
法
を
以
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
世
義

寺
藏
の
も
の
は
圓
板
歌
の
底
を
作
っ
て
之
に
圓
筒
を
纏
合
せ
た
こ

と
が
よ
く
分
る
。
世
裏
寺
・
金
剛
謹
赤
磐
の
も
の
は
、
そ
の
表
面

を
箆
で
縦
に
劇
取
っ
た
痕
が
あ
る
。

　
世
襲
寺
一
金
剛
謹
寺
・
沸
宮
寺
藏
の
纏
筒
に
は
何
れ
も
藤
原
時

代
の
紀
年
銘
が
あ
ゆ
一
無
銘
の
も
の
と
錐
も
大
里
に
之
に
類
似
し

契
れ
も
藤
原
時
代
末
期
乃
至
は
鎌
倉
時
代
の
製
作
で
あ
る
。

　
次
に
青
銅
製
経
筒
を
見
る
に
此
が
遣
物
は
極
め
て
少
い
。
多
氣

村
漆
の
経
塚
の
中
奥
部
よ
り
陶
製
外
容
器
に
容
れ
ら
れ
一
個
を
嚢

回
し
た
。
（
第
三
、
圖
）
此
は
打
物
製
で
身
の
高
さ
八
寸
三
分
、
直
径

四
寸
二
分
、
厚
さ
五
厘
の
圓
筒
切
に
し
て
、
李
底
系
の
三
三
で
φ

　
　
　
　
奮
二
項
の
経
回

る
。
蓋
は
高
さ
八
分
の
被
蓋
式
で
盛
上
り
銀
は
な
い
。
全
醒
に
線

青
を
生
じ
て
み
る
。

　
吉
津
村
河
内
の
仙
宮
憩
祉
に
は
銅
製
六
角
費
瞳
式
の
縄
筒
が
傳

っ
て
み
る
。
総
高
四
寸
六
分
・
身
の
高
さ
三
寸
三
分
五
厘
、
一
邊

九
分
の
六
角
柱
に
し
て
荷
葉
形
の
峯
が
つ
い
て
み
る
。
蓋
は
高
さ

一
寸
四
分
に
し
て
讐
珠
・
露
盤
・
笠
を
備
へ
笠
は
盛
上
げ
て
端
は
六

葉
に
反
憎
し
、
そ
の
先
よ
り
理
路
を
垂
れ
て
以
て
装
飾
と
し
て
あ

る
。
身
の
正
面
に
は
槻
音
像
を
毛
彫
に
し
、
r
そ
の
下
方
に
銘
を
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
あ
る
。
之
が
類
例
を
求
む
る
蕉
越
前
國
今
立
郡
舟
津
村
宇
長

泉
寺
よ
り
登
見
さ
れ
て
、
此
に
は
…
．
塞
納
大
乗
妙
典
六
十
六
部
し
と

銘
し
て
あ
る
。
こ
の
種
費
爪
形
誤
爆
は
山
城
國
鞍
馬
寺
経
塚
よ
り

古
式
の
も
の
を
出
し
て
居
る
が
、
通
例
室
町
時
代
以
降
の
製
作
で

倭
小
の
も
の
多
く
形
歌
手
法
等
優
秀
な
る
も
の
は
少
い
。

　
之
を
要
す
る
に
伊
勢
國
経
塚
の
経
筒
は
陶
土
製
の
も
の
が
多
く

銅
製
の
も
の
は
漆
経
塚
出
土
と
佃
宮
藤
胤
藏
品
と
に
過
ぎ
す
。
以

上
纒
筒
は
仙
宮
紳
肚
の
銅
製
品
を
除
い
て
外
は
皆
藤
原
時
代
乃
至

は
．
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
六
経
　
塚
　
の
鏡

　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
一
號
己
　
　
　
一
二
七

（ユ27）



　
　
　
　
伊
鋤
國
の
維
塚

　
伊
勢
の
輕
塚
か
ら
鏡
を
出
し
た
例
は
少
《
冷
多
氣
村
漆
の
経
塚

よ
り
は
＋
二
面
、
多
度
紳
耽
の
経
塚
よ
り
三
＋
面
を
夫
々
出
も
て

る
る
。
漆
の
経
塚
に
就
い
て
は
未
だ
紹
介
さ
れ
て
な
い
や
う
で
あ

る
か
あ
次
に
概
略
す
る
。
此
の
十
二
面
は
一
面
だ
け
が
湖
州
鏡
で
、

他
は
全
部
和
式
鏡
で
あ
る
。
成
分
は
唐
草
双
鳥
方
鏡
と
櫻
樹
飛
雀

鏡
と
が
泊
銅
製
に
し
て
其
他
は
青
銅
製
で
あ
る
。
何
れ
も
鮮
に
緑

青
が
出
て
居
る
。

　
1
唐
草
墜
鳥
方
鏡
（
第
五
圖
1
）
　
方
二
寸
、
縁
は
蒲
鉾
式
に
し

て
高
さ
一
分
、
鏡
面
殆
ん
ど
李
直
で
あ
る
。
背
に
は
極
め
て
小
さ

い
素
鉦
が
あ
り
，
下
方
よ
り
鉦
を
貫
い
て
上
方
に
唐
草
の
枝
を
表

r
し
，
上
下
各
の
向
っ
て
左
側
に
、
向
っ
て
右
向
の
尾
長
鳥
を
配
し

て
あ
る
。
・
露
盤
は
藤
原
時
代
流
行
の
極
め
て
簡
頸
な
る
も
の
で
十

二
葡
の
中
で
最
も
優
秀
で
あ
る
。

　
2
水
草
飛
雀
鏡
（
第
五
圃
2
V
　
薄
霞
三
寸
六
分
、
線
は
内
傾
式

に
し
て
高
さ
二
分
二
厘
、
背
は
花
形
座
録
に
替
玉
を
め
ぐ
ら
し
、

鉦
の
上
下
に
流
水
を
表
し
、
そ
れ
に
菖
蒲
澤
瀧
を
生
ぜ
し
め
向
っ

て
左
方
に
一
掴
の
飛
雀
を
配
し
て
あ
る
。

　
3
由
吹
飛
雀
鏡
ハ
第
五
翻
3
）
　
直
穫
三
寸
四
分
五
厘
，
縁
は
外

　
　
　
　
　
第
二
十
巷
第
｝
號
　
　
　
一
、
二
八

傾
式
に
し
て
高
さ
二
分
あ
る
．
背
は
花
形
座
鉦
の
向
っ
て
右
に
山

吹
の
木
立
を
表
し
、
そ
の
幹
枝
は
滋
養
に
出
田
て
る
る
。
山
吹
の

花
は
五
辮
の
」
重
で
あ
る
。
下
方
に
は
下
草
を
生
ぜ
し
め
、
向
っ

て
左
寄
り
に
一
二
の
雀
が
後
を
顧
み
て
飛
ん
で
み
る
。

　
4
鴛
鴛
草
葉
鏡
（
第
五
圏
4
）
　
直
径
三
寸
四
分
，
積
高
さ
二
分

あ
り
、
背
に
は
輩
圏
を
め
ぐ
ら
し
，
＃
形
座
鉦
の
上
ト
に
一
双
の

左
右
に
一
封
の
鴛
鴛
を
配
し
て
あ
る
。
鴛
鴛
は
瓦
に
向
ひ
會
っ
て
、

爾
翼
を
廣
け
、
そ
の
頭
部
は
何
れ
も
圏
の
外
側
に
は
み
出
し
て
み

る
。
左
右
の
草
葉
は
三
葉
の
形
式
で
あ
る
。

　
5
菊
枝
飛
雀
…
鏡
（
第
五
圃
5
）
　
　
直
穫
一
二
寸
六
分
、
縁
即
位
さ
一
分

八
厘
あ
っ
て
一
部
分
鋏
損
し
て
居
る
。
背
に
は
輩
下
を
め
で
ら
し

鉦
を
通
し
て
二
本
の
菊
枝
を
生
ぜ
し
め
、
菊
花
の
爾
側
に
葉
を
つ

け
左
右
に
飛
雀
が
居
る
。

6
松
藤
藁
家
鶴
鏡
（
第
五
圖
6
）
　
直
揮
三
寸
三
分
五
厘
、
線
は

内
傾
式
で
高
さ
二
分
一
厘
あ
り
、
背
に
は
躍
圏
を
め
ぐ
ら
し
花
形

座
錨
の
上
下
に
須
翼
を
聴
け
た
る
鶴
を
外
向
に
配
し
、
嚇
は
輩
圏

を
ふ
く
ん
で
み
る
。
圏
内
に
は
左
右
各
三
個
の
松
葉
を
置
き
圏
外

に
は
上
下
に
藤
花
の
房
を
延
ば
し
て
あ
る
。
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ア
’
秋
草
飛
雀
鋭
（
第
六
圃
工
）
　
直
樫
三
寸
四
分
、
縁
は
外
傾
式

に
し
て
高
さ
二
分
あ
る
。
背
に
は
箪
圏
を
め
ぐ
ら
し
花
形
座
録
が

あ
る
。
下
方
よ
り
向
っ
て
右
寄
に
尾
花
、
女
郎
花
等
の
秋
草
を
生

ぜ
し
め
、
風
に
吹
か
れ
て
内
側
に
た
わ
ん
で
み
る
。
そ
し
て
向
っ

て
左
方
に
讐
雀
が
飛
び
秋
の
野
邊
の
情
趣
を
岩
蟹
且
微
妙
に
表
し

て
み
る
。

　
8
蕾
雄
飛
鶴
鏡
（
第
六
圖
2
）
　
直
径
三
寸
五
分
五
厘
、
縁
の
高

§
二
分
二
厘
あ
り
、
背
に
は
箪
圏
を
め
ぐ
ら
し
，
花
形
座
鉦
左
右

に
飛
鶴
を
配
し
、
右
方
の
は
少
し
く
高
く
互
に
向
合
っ
て
み
る
．
．

下
方
に
は
流
水
に
穗
の
つ
い
た
簾
を
生
ぜ
し
め
、
左
上
に
も
流
水

を
表
し
。
圖
面
に
よ
く
発
動
の
歌
が
漂
っ
て
み
る
。

　
n
3
世
早
蔀
化
癬
ハ
小
震
鏡
（
第
六
圖
3
）
　
　
直
径
一
二
寸
五
分
、
　
絡
一
州
陶
さ
…
一
分

で
一
部
分
鋏
損
し
て
居
る
。
背
に
は
軍
圏
を
め
ぐ
ら
し
、
花
形
座

鐙
の
上
に
は
二
輪
下
に
は
三
輪
の
愚
草
の
如
き
草
花
を
相
封
せ
し

め
、
左
右
に
は
飛
雀
が
居
る
。

　
殉
…
橘
枝
双
釜
鏡
（
第
六
圖
4
）
　
　
｛
駐
樫
…
一
寸
・
六
分
五
厘
縁
宿
胴
一
分

六
厘
あ
り
，
背
に
は
軍
糧
を
め
ぐ
ら
し
、
一
面
に
橘
の
實
の
着
い

た
枝
を
散
し
て
あ
る
。
此
鏡
は
吹
に
蓮
べ
る
櫻
樹
飛
本
革
と
共
に

　
　
　
　
伊
勢
國
の
経
塚
．

縁
及
び
輩
圏
の
幅
深
溝
く
、
又
罵
襟
よ
り
見
て
も
藤
原
時
代
末
期

の
も
の
で
あ
る
。

　
1
1
櫻
樹
飛
騰
鏡
（
第
六
圃
5
）
　
直
径
二
寸
九
分
、
縁
高
二
分
二

厘
あ
り
、
背
に
は
箪
圏
を
め
ぐ
ら
し
，
花
形
座
興
を
お
く
。
右
よ

り
上
に
櫻
樹
を
立
て
ま
は
し
、
そ
の
葉
は
蓮
華
文
式
三
角
形
に
し

て
多
く
圏
外
に
出
て
み
る
。
下
方
に
飛
総
が
居
る
。

　
1
2
湖
州
六
花
鏡
（
第
六
圃
6
）
　
六
花
形
に
し
て
直
穫
三
寸
三
分

縁
高
六
厘
あ
り
，
背
に
は
鉦
の
向
っ
て
右
に
長
方
形
輪
廓
が
あ
っ

て
二
行
に
「
湖
州
口
耳
製
錬
銅
照
子
」
と
銘
が
あ
る
。
湖
州
鏡
と

し
て
普
通
の
形
式
で
あ
る
。

　
次
に
吉
津
村
の
仙
宮
紳
肚
に
は
藤
原
時
代
の
山
吹
蝶
鳥
鏡
（
或

は
山
吹
墜
雀
鏡
）
の
残
峡
が
傳
っ
て
み
る
が
、
此
は
恐
ら
く
縄
筒

と
共
に
紳
鮭
附
近
の
縄
塚
か
ら
掘
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
北
勢
に
於
て
は
多
度
稗
杜
に
嚢
耳
鏡
三
十
面
を
些
し
て
る
る
が

此
等
は
唐
草
嬰
鳥
、
草
花
竪
鳥
、
秋
草
墜
雀
，
草
花
蝶
鳥
，
網
鳥

等
の
博
文
で
藤
原
時
代
末
期
乃
至
は
鎌
倉
隠
代
初
期
の
も
の
で
優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

秀
な
る
も
の
と
し
て
既
に
國
讐
に
指
定
さ
れ
て
る
る
。
な
ほ
多
度

村
大
字
柚
井
小
字
一
ノ
谷
の
丸
山
よ
り
は
踊
墾
に
際
し
八
稜
瑞
花

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
第
「
號
　
　
　
＝
一
九

（　1・29　）



　
　
　
　
伊
勢
子
の
経
塚

墜
鼻
鏡
を
獲
黙
し
九
。

　
伊
勢
國
で
は
経
塚
並
に
此
に
類
す
る
感
激
よ
り
鏡
の
三
見
は
決

し
て
多
い
と
い
ふ
程
で
は
な
い
が
，
漆
や
多
度
に
於
け
る
が
如
く

一
ケ
所
に
多
数
を
出
し
、
而
も
優
秀
な
る
も
の
が
多
い
。

　
　
　
　
七
　
其
他
の
公
物
．

　
経
塚
遺
物
と
し
て
上
記
の
外
に
佛
像
及
び
合
子
・
水
滴
・
磐
・
銭

賃
・
武
器
等
の
難
物
類
が
あ
る
。
伊
勢
野
で
此
等
の
翌
日
を
比
較

的
多
く
出
し
た
の
は
吉
津
村
仙
宮
書
幅
及
多
選
村
漆
の
経
塚
で
あ

る
。・

佛
像
の
多
望
獲
掘
さ
れ
た
の
は
朝
熊
山
の
経
ケ
峰
第
二
號
の
経

塚
で
，
其
は
地
異
菩
薩
の
像
で
あ
る
。
土
製
素
焼
、
赤
褐
色
を
呈

し
、
前
後
牟
面
づ
Σ
を
製
っ
て
作
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。
像
は
高

さ
約
四
寸
の
立
像
で
左
手
に
實
、
珠
・
冶
手
に
錫
杖
を
持
っ
て
る
る

な
ほ
此
佛
像
を
出
し
た
経
塚
よ
り
は
永
正
紀
年
銘
の
銅
版
が
獲
見

さ
れ
て
居
る
し
現
に
同
年
號
の
五
輪
石
塔
が
立
っ
て
居
る
。
地
山

壌
も
脳
髄
此
頃
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
加
賀
國
三

岳
の
経
塚
よ
り
は
長
さ
二
寸
九
分
野
木
彫
地
墨
奪
を
嚢
興
し
て
る

る
。
や
は
り
足
利
時
代
の
形
式
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
第
二
十
総
　
第
｝
號
　
　
　
　
＝
二
〇

　
合
子
に
は
金
旙
製
と
磁
器
と
が
あ
る
　
朝
熊
山
経
難
壁
乙
號
郷
…

塚
よ
り
は
金
工
製
の
合
子
が
出
た
と
い
ふ
が
、
そ
の
存
雀
は
今
不

詳
で
あ
る
つ
多
事
村
漆
経
塚
よ
り
は
膏
白
磁
の
合
子
二
個
を
鵠
し

た
。
共
に
蓋
を
鋏
く
が
印
籠
蓋
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
其
の
一

は
身
の
高
さ
七
分
、
口
径
一
寸
三
分
で
底
は
李
直
に
し
て
「
國
家

合
子
記
」
と
刻
銘
し
て
あ
る
。
其
二
も
形
式
・
大
き
さ
其
一
と
大

野
同
じ
で
あ
る
。
全
面
に
淡
青
白
色
の
軸
藥
を
か
け
、
支
那
南
方

系
宋
窯
の
磁
器
で
あ
る
。
（
第
四
圃
2
）
印
籠
蓋
の
合
子
は
藤
原
時

代
並
に
鎌
倉
時
代
の
経
塚
遺
物
起
屡
々
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
、

　
水
滴
は
硯
と
相
思
っ
て
経
塚
よ
り
黒
々
嚢
見
せ
ら
れ
る
。
仙
宮

聯
杜
に
傳
っ
て
み
る
の
は
水
滴
の
み
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
硯
と
共

に
埋
凝
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
此
水
滴
は
饅
頭
形
の
青
銅
製

打
物
で
高
さ
六
分
六
厘
、
口
径
六
分
、
王
徳
二
寸
、
荘
口
の
長
五
分

あ
り
、
全
面
鍍
金
で
魚
子
地
に
唐
花
丈
を
毛
彫
に
し
て
あ
る
。
惜

む
ら
く
は
蓋
及
び
蔓
を
耀
い
て
み
る
。
（
第
三
圃
4
）
藤
原
時
代
の

優
秀
な
る
製
作
で
水
滴
と
し
て
か
、
る
形
式
は
そ
の
例
少
く
、
僅

に
加
賀
國
臼
田
上
野
國
邑
樂
郡
坂
田
の
各
経
塚
よ
り
嚢
見
さ
れ
，

仙
宮
紳
祉
の
も
の
は
此
の
後
者
に
近
い
。
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…
磐
も
仙
宮
神
肚
に
傳
っ
て
み
る
。
蟷
鐡
製
片
面
素
文
、
簡
輩
で

は
あ
る
が
藤
原
時
代
の
形
式
で
幅
五
寸
・
高
一
寸
八
分
・
厚
二
分
重

量
八
十
四
匁
五
分
あ
る
。
維
塚
よ
り
磐
を
出
し
九
例
は
少
く
三
囲

で
は
但
馬
國
養
父
郡
野
村
の
纒
塚
に
あ
り
鐵
製
で
あ
る
。
経
塚
奉

饗
と
し
て
特
に
鐵
で
儀
具
を
作
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
銭
賀
は
伊
勢
で
は
多
氣
暗
晦
の
経
塚
よ
り
撫
た
例
が
あ
る
。
そ

の
種
目
は
皇
宋
通
費
政
和
麺
費
各
一
枚
で
何
れ
も
宋
鎮
で
あ
る
。

　
武
器
を
出
し
た
の
は
漆
経
塚
の
み
で
、
刀
及
び
槍
が
登
見
さ
れ

て
る
る
。
刀
は
腐
蝕
し
鋪
化
し
て
折
損
し
原
形
及
口
裏
を
明
知
し

難
い
。
勿
論
直
刀
式
で
身
の
幅
廣
く
背
も
厚
い
。
な
か
に
は
刀
身

の
先
を
曲
げ
た
も
の
も
あ
り
、
珍
し
く
鐵
製
の
鍔
の
つ
い
た
も
の

も
あ
る
。
（
第
四
圃
3
）
鍔
の
纒
塚
か
ら
禺
謝
し
た
例
は
極
め
て
稀

で
、
京
都
市
外
鞍
馬
寺
、
備
前
國
和
氣
郡
英
保
村
、
駿
河
國
愛
鷹
山

麓
の
各
経
塚
よ
り
獲
見
さ
れ
て
何
れ
も
藤
原
時
代
乃
至
鎌
倉
時
代

初
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
漆
経
塚
の
槍
は
｝
口
で
総
長
八
寸

一
分
，
身
の
長
さ
七
寸
巾
六
分
あ
る
。
從
來
経
塚
よ
り
槍
を
出
し

た
る
例
も
少
く
，
僅
に
阿
波
國
板
野
郡
松
島
村
泉
谷
，
大
和
國
吉

野
郡
金
峰
山
、
紀
伊
國
東
牟
婁
郡
那
智
山
の
三
例
が
あ
る
に
泄
ぎ

　
　
　
　
伊
蟄
國
の
維
塚

な
い
。

　
　
　
　
維
塚
と
歴
愛

　
伊
勢
國
に
於
け
る
纏
塚
は
経
筒
や
経
瓦
、
其
他
の
件
出
物
に
銘

交
の
記
載
が
あ
っ
て
、
願
文
・
施
主
や
年
號
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史

を
知
る
こ
と
が
出
塗
る
。

　
此
等
の
銘
丈
に
よ
れ
ば
如
法
経
を
理
藏
し
た
こ
と
が
分
る
。
如

法
経
と
は
一
定
の
規
則
に
從
っ
て
経
丈
を
書
害
す
る
こ
と
で
法
華

経
が
多
い
。
朝
熊
山
の
経
筒
銘
に
は
「
－
奉
造
立
如
法
経
町
堂
口
事
」

と
云
ひ
、
世
義
倉
藏
の
そ
れ
に
は
、
奉
施
入
如
法
纏
筒
一
口
し
と
云

ひ
、
丹
生
村
帥
夕
嵐
藏
の
そ
れ
に
は
「
奉
施
入
如
法
縷
箱
ご
と
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
あ
る
。
而
し
て
此
風
は
長
く
綾
き
，
世
義
寺
で
は
毎
年
九
月

世
五
日
よ
り
主
日
ま
で
の
聞
、
如
法
経
と
て
翼
端
勤
行
あ
っ
て
、

そ
の
書
爲
し
た
経
を
十
月
に
永
代
田
の
経
ケ
峰
に
夜
中
納
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

此
式
を
「
ど
う
び
」
と
稽
し
た
。
世
義
義
に
は
如
法
縷
領
の
田
畠
等

が
あ
っ
て
之
に
關
す
る
悪
阻
・
永
線
・
天
正
・
文
意
・
慶
長
・
寛
永
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

頃
の
古
文
書
が
あ
る
。
朝
熊
由
に
立
て
は
六
月
扁
日
に
由
僧
が
絶

頂
経
ケ
峰
龍
ケ
池
に
登
っ
て
結
界
し
修
法
の
場
所
と
し
た
の
で
、

此
慮
で
は
如
法
維
を
行
っ
た
か
明
で
な
い
。
而
し
て
如
法
経
の
願

　
　
　
　
　
第
二
十
魯
　
第
一
號
　
　
　
　
＝
一
二

（　131　）



　
　
　
　
伊
勢
國
の
縄
翻

意
は
現
世
の
或
は
膚
他
皆
共
の
利
盆
を
願
ひ
、
二
極
樂
往
生
を
或

は
追
善
供
養
を
な
す
の
思
想
で
藤
原
時
代
乃
至
は
鎌
倉
時
代
の
世

相
を
物
語
っ
て
由
る
。
そ
れ
が
足
利
時
代
に
な
る
と
朝
熊
山
経
ケ

峰
の
銅
板
に
は
「
奉
納
法
華
妙
典
六
十
六
部
」
「
三
十
番
紳
・
羅
刹

女
」
仙
宮
紳
肚
の
経
筒
に
も
「
大
乗
妙
典
・
＋
羅
刹
女
・
三
＋
番
紳
」

と
夫
々
銘
記
し
て
あ
る
。
節
ち
當
時
六
十
六
部
廻
國
納
経
の
風
が

あ
り
、
如
法
経
の
守
護
に
も
三
十
番
紳
ま
た
鬼
子
愚
騨
並
に
其
の

結
婚
と
法
華
経
と
を
癒
す
る
も
の
を
守
護
せ
ん
と
誓
へ
る
＋
羅
刹

女
が
信
仰
せ
ら
れ
た
り
働
事
は
他
國
に
も
行
は
れ
記
銘
に
よ
っ
て

　
　
⑳

從
來
調
査
せ
ら
れ
た
る
も
の
吹
の
如
し
り

　
　
（
経
　
塚
　
地
　
名
）

　
加
賀
國
石
川
郡
吉
野
谷
回
船
岳

　
信
濃
國
南
佐
久
郡
畑
村
大
字
畑

　
甲
斐
善
北
互
摩
郡
大
草
村

　
下
野
國
下
都
賀
郡
家
中
村
大
宇
家
申

・
朋
前
置
南
置
賜
郡
窪
田
村

な
ほ
朝
熊
山
縄
ケ
峰
よ
り
は
土
製
地
藏
像
を
多
く
出
し
、

代
に
於
け
る
地
藏
信
仰
が
経
塚
に
於
て
も
窺
ふ
こ
と
が
出
來
る
の

（
記
銘
細
物
）

駕
工
　
　
笥

条
　
　
　
　
　
f

経
　
　
筒

経
　
　
筒

紙
本
経
奥
書

経
　
　
筒

　
　
　
　
足
利
時

第
二
十
巻
　
第
一
號

一
三
二

で
あ
る
。

　
さ
て
此
等
の
経
塚
を
薦
ん
で
帰
詣
を
希
ひ
供
養
を
な
し
た
る
は

如
何
な
る
人
々
で
あ
る
か
。
紳
宮
二
百
の
宇
治
山
田
市
附
近
の
経

塚
に
あ
っ
て
は
神
宮
の
祠
官
度
會
氏
・
荒
木
田
氏
・
大
中
臣
二
等
が

之
に
驕
翻
し
て
み
る
。
而
し
て
見
過
山
菩
提
漁
獲
見
の
瓦
経
に
は

殊
に
多
撒
の
名
を
連
ね
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
朝
熊
山
の
纏
筒
に
は
伊
勢
大
直
宮
棲
禰
宜
正
四
位
下
荒
木
田
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

盛
及
び
散
位
度
會
宗
常
の
名
が
あ
り
，
旦
過
湿
の
瓦
経
に
は
檀
越

度
會
常
章
、
女
椀
那
度
會
氏
子
ま
た
度
會
紳
主
常
行
の
名
が
あ
り

⑳菩
提
山
の
経
瓦
に
は
大
願
法
主
は
沙
門
西
観
に
し
て
大
檀
越
度
會

常
章
同
心
檀
越
度
愈
奉
章
の
名
が
見
え
る
。
其
他
金
瀾
佛
子
と
し

て
印
西
・
導
西
等
の
名
が
あ
る
Q
そ
し
て
三
河
國
渥
美
郡
伊
良
期
郷

萬
豊
寺
に
曾
て
書
爲
し
た
と
記
し
て
あ
る
。
又
丹
生
村
愁
宮
寺
の

経
筒
銘
に
よ
れ
ば
醤
輝
仁
の
現
世
安
穏
後
生
善
様
の
爲
に
鍛
冶
御

薗
往
人
僧
門
秀
の
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
紳
霊
場
係
の
燈
俗

の
入
が
多
い
。
佛
に
射
す
る
忌
の
嚴
重
で
あ
っ
た
眉
墨
祠
官
も
藤

原
時
代
に
は
佛
教
に
麟
依
し
如
法
纏
を
行
ひ
度
會
氏
荒
木
田
氏
の

系
譜
に
よ
れ
ば
野
手
に
な
っ
た
入
も
か
な
り
あ
っ
九
の
で
あ
る
。
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纏
塚
は
密
教
に
關
係
あ
る
も
の
で
あ
る
が
蓋
物
と
そ
の
歴
史
に

よ
れ
ば
石
田
氏
は
紙
本
経
塚
が
天
台
宗
を
背
景
と
し
て
超
つ
た
に

旨
し
瓦
纏
塚
は
眞
雷
宗
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
と
云
っ
て
み
る
。
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
に
伊
勢
に
於
て
み
る
に
菩
下
山
憩
宮
寺
世
義
寺
、
朝
熊
山
の
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

詳
解
寺
，
瓦
経
塚
所
寝
の
旦
過
山
の
威
勝
寺
何
れ
も
眞
言
宗
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
而
し
て
多
氣
村
漆
の
繧
塚
は
側
に
近
く
B
吉
神
勅
が
あ
っ
て

天
台
宗
を
背
景
と
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
次
に
足
利
時
代
に
な
っ
て
は
紳
宮
關
係
と
い
ふ
事
は
直
接
に
は

認
め
ら
れ
な
い
が
朝
熊
山
に
於
て
は
銅
板
に
よ
れ
ば
永
正
十
年
，

大
檀
那
天
章
如
裕
が
法
華
妙
典
六
十
六
部
を
奉
納
し
、
五
輪
石
塔

の
銘
に
よ
れ
ば
永
正
十
七
年
に
善
玖
灘
霊
妙
坤
言
霊
等
が
供
養
し

て
み
る
。
仙
宮
紳
肚
の
銅
製
経
筒
は
そ
の
銘
に
よ
っ
て
大
和
國
荘

快
養
上
人
が
納
め
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
人
々
は
如
何

な
る
來
歴
が
あ
る
か
よ
く
調
べ
ら
れ
て
な
い
。

　
伊
勢
の
経
塚
は
遣
物
の
紀
年
銘
に
よ
つ
て
そ
の
建
設
年
代
の
積

極
的
に
知
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
宮
本
村
前
山
登
掘
経
筒
二
器
の

一
は
無
銘
で
あ
る
が
他
は
、
長
寛
元
年
と
傳
へ
ら
れ
、
若
し
事
忌

と
す
れ
ば
此
経
塚
は
伊
勢
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
丹

　
　
　
　
伊
勢
國
の
経
塚

生
村
神
宮
寺
藏
の
経
筒
は
承
安
二
年
の
銘
で
、
伊
勢
経
塚
遣
物
の

紀
年
銘
と
し
て
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
が
戴
憾
な
が
ら
其
の
獲

見
地
が
不
明
で
あ
る
。
、
次
に
紀
年
に
よ
っ
て
慧
蹟
の
確
論
な
る
を

順
次
に
墨
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
、

　
経
　
塚
　
地
　
名

四
郷
村
朝
熊
山
経
ケ
峰

宇
治
山
田
市
旦
過
三

四
郷
村
北
中
村
菩
提
山

宮
本
村
前
山
魑
谷
郷

　
　
　
　
紀
　
元

承
安
三
年
（
コ
七
三
年
）

承
安
四
年
（
＝
茜
年
）

同
　
　
年

鵡
伯
承
一
一
廊
†
（
一
｝
七
八
廊
†
）

　
　
O

紀
銘
遺
物

経
筒

瓦
　
経

町経
　
筒

撃
ち
承
安
治
承
の
頃
の
も
の
が
多
い
　
他
國
に
此
頃
の
年
代
の
経

　
　
　
　
　
　
⑳

塚
を
求
む
る
に
岩
代
國
に
次
の
三
ク
所
が
群
っ
て
み
る
。

　
岩
瀬
郡
西
袋
村
大
字
西
川

　
　
　
　
ム
ツ
ア
ヒ

．
伊
達
郡
睦
合
村
大
字
李
澤

　
信
夫
郡
飯
坂
町
天
王
寺

此
等
何
れ
も
経
筒
銘
に
よ
っ
て
承
安
元
年
の
も
の
で
あ
る
。
而
し

て
以
上
の
次
に
位
す
る
も
の
が
多
氣
村
芝
経
塚
及
多
度
紳
祉
の
経

塚
で
そ
の
遣
物
の
年
代
を
綜
合
し
て
既
に
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か

ら
の
螢
造
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
一
號
　
　
　
一
三
三
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留
勢
門
の
経
塚

．
次
に
足
利
時
代
に
入
つ
で
、
朝
熊
山
繧
ヶ
峰
に
激
て
は
銅
板
が

永
正
十
年
（
紀
元
二
一
七
四
年
）
，
同
塵
の
五
輪
石
塔
が
永
正
十
七
年

（
紀
元
一
＝
八
○
年
）
で
永
正
年
間
の
も
の
が
多
い
。
他
國
に
於
て
永

正
年
間
の
著
名
な
る
経
塚
は
加
賀
國
石
川
郡
吉
野
谷
村
笈
岱
の
遺

　
　
⑳

蹟
で
纏
筒
銘
に
よ
れ
ば
永
正
十
五
年
で
あ
る
。

　
排
勢
國
の
経
塚
は
藤
原
時
代
末
よ
り
足
利
欝
欝
に
も
及
ん
で
謹

ま
れ
た
。
朝
熊
山
経
ヶ
峰
の
如
き
は
藤
原
時
代
に
創
め
ら
れ
て
か

ら
足
利
時
代
に
も
同
一
地
域
に
邉
納
せ
ら
れ
て
一
経
塚
地
域
が
撒

百
年
に
亘
る
永
い
生
命
を
保
っ
て
る
る
の
は
山
城
國
鞍
馬
寺
経
塚

等
と
共
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
附
記
　
伊
勢
國
登
見
経
筒
銘
及
瓦
経
奥
書

一
　
出
土
地
不
明
陶
製
経
筒
　
　
　
　
　
神
宮
寺
藏

　
　
奉
施
　
入

　
　
　
如
法
経
箱
蝋

　
　
右
爲
施
入
意
趣
僧
、

　
　
灘
仁
現
世
安
穗
後

　
　
生
善
塵
也

　
　
承
安
二
年
八
月
十
八
日

　
　
　
　
　
第
二
十
巻
第
一
號

　
　
鍛
冶
御
薗
住
人
得

　
　
槻
秀
造
之

　
　
　
於
我
滅
度
後
慮
受

　
　
　
持
是
許
是
人
毒
悪

　
　
　
道
次
定
元
有
疑
喜
平

　
　
　
此
功
徳
普
及
於
一
切

　
　
　
我
等
與
衆
生
皆
共
成

　
　
　
佛
道

一
、
朝
熊
山
捨
土
黒
髪

　
　
奉
造
　
立

　
　
如
法
経
魑
壼
堅
砦

　
聯
碁
者
爲
現
世
後
世
安
稔

　
太
李
也

　
　
承
安
三
藷
八
旱
百

　
　
　
伊
勢
大
紳
宮
椹
彌
宜

　
　
　
正
四
位
下
荒
木
田
神
主
時
盛

　
　
散
位
渡
會
宗
常

，
前
虫
出
土
陶
製
経
筒

一

一
三
四

金
翻
監
寺
藏

世
義
寺
巡
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敬
白

　
奉
施
入
如
法
経
筒
一
口

　
　
右
志
者
爲
鷹
取
愈
難
出
離

　
　
生
死
頓
謹
菩
提
施
入
如
右
敬
自

　
　
　
　
治
承
二
年
七
月
十
二
日
造
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
主
信
　
寛
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
手
藤
非
成
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
白

一、

Q
畳
山
出
土
瓦
経
　
　
　
　
’
御
座
清
白
氏
藏

僧
相
西
尼
如
來
尼
…
撚
喜
入
道
尼
妙
法
曾
定
宗
蔦
葛
種
字
清

四
郎
大
嶺
氏
李
氏
李
黒
犬
同
小
犬
荒
木
田
五
郎
子
沙
旋
樂
珍
尼

妙
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎

藤
原
讐
王
丸
伊
勢
太
郎
丸
國
栖
五
郎
丸
乙
若
丸
僧
行
蔽
勇
勢

鱈
玄
海
李
下
野
扁
志
三
三
氏
詞
氏
同
氏

癸
四
年
鞍
七
月
・
於
歯
羅
提
製
本
蟹
海
道
三
、

河
國
渥

美
郡
伊
良
森
羅
萬
豊
幌
雲
霧
末
法
時
衆
躰
受
像
衆
萎

塔
婆
衆
口
妙
典
繹
迦
末
法
時
以
後
百
歳
岡
評
竪
岡
比

　
　
　
　
、
伊
勢
闘
の
面
擦

奉
造
顯
書
爲
畢
　
大
願
法
主
　
沙
門
西
概

大
檀
越
　
度
會
常
章
度
會
氏
子
　
仙
王
愛
子
同
瀧
壽

同
心
檀
越
　
度
會
懸
章
　
大
中
臣
氏

同
心
助
成
施
主
　
佐
伯
國
親
女
大
施
主
述
部
氏
員
愛
子
等

同
心
助
循
筆
師
金
剛
玉
子
印
西
金
剛
佛
子
蓮
酉
櫓
…
U

櫓
蒙
仁
曾
聖
賢
櫓
臨
写
櫓
教
春
信
良
中
入
［
U

同
山
一
門
徒
衆
櫓
長
源
藤
内
巳
支
地
藏
堂
［
U

櫓
聖
心
大
中
臣
氏
嗣
定
田
尼
上
大
中
臣
正
長
大
中
臣
右
見

一
、
旦
過
山
嵐
土
瓦
経
　
　
　
考
古
界
二
の
＋
二
所
載

（
表
）

持
法
華
経
者
　
意
根
跡
若
斯
　
錐
ボ
得
無
n
U

是
入
持
此
経
　
安
任
希
有
地
　
爲
一
切
衆
　
豊

能
以
千
萬
種
幽
善
巧
之
語
言
　
分
別
前
演
説

、
妙
法
建
坤
騨
縄
巻
論
士
、

肇
四
轟
吾
讐
群
盲
南
閻
浮
錐
墨

東
晦
道
三
河
國
渥
美
郡
伊
良
期
郷
［
口

西
槻
之
拗
湛
繹
迦
末
法
之
時
妙
法
蓮
幽
魍
　
　
囁
一

面
如
法
奉
書
寛
…
了
　
大
鋤
進
金
剛
佛
子
　
旨

　
　
　
　
　
第
二
・
ヤ
巻
第
蝋
號
　
　
一
三
五
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伊
数
園
の
経
塚

　
　
　
檀
越
　
度
會
常
章
臼
目
目

　
　
　
女
檀
那
度
量
氏
子
一
U

　
　
　
度
會
日
章

　
助
筆
願
主
等
僧
良
中
悲
母
浸
｝
口

　
散
位
佐
伯
國
親
女
弟
子
磁
重
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
巻
＋
八

（
裏
）

員
男
女
子
等

　
佐
伯
清
俊
詞
常
吉
同
四
郎
同
五
郎

　
［
同
六
郎
同
氏
子
加
一
音
…
同
満
｛
同
一
り
†
等

　
過
去
組
父
阻
母
等

　
女
弟
子
之
養
父
沙
彌
妙
寂
養
母
紀
氏

　
日
親
之
親
父
三
河
友
吉
母
島
氏
子

　
養
父
母
坂
本
藩
璽
…
物
部
氏
乃
至
七
世
四
恩

　
三
河
友
安
構
…
印
西
　
　
法
界
衆
生
等

當
御
厨
前
領
主
度
會
憩
主
常
行

右
以
結
縁
書
爲
力
如
此
等
與
有
縁
徒
衆
n
口

浮
土
律
生
面
莞
生
法
忍
預
佛
記
捌
得
白
目
U

　
　
　
　
　
第
一
…
十
巻
　
　
筑
躍
一
號
　
　
　
　
一
三
山
ハ

生
來
此
界
引
導
有
縁
入
訪
光
縁
者
乃
昌

界
分
身
散
影
於
叫
切
衆
生
和
光
同
塵
下
無
結
線
n
　
口

至
一
切
旧
地
如
彼
普
賢
観
音
等
…
日

①
考
古
學
講
座
　
経
塚
（
石
田
茂
作
著
）

②
勢
陽
五
鈴
遺
響
　
度
會
郡
塚
山
の
條

　
淋
都
名
勝
誌
　
天
紳
肉
の
條

③
伊
蟄
塗
宮
名
勝
圃
會
　
経
ケ
峰
の
條

　
勢
陽
五
鈴
逡
響
　
度
會
郡
　
経
ケ
峰
の
條

　
帥
都
名
勝
誌
　
尾
都
尉
経
ケ
峰
の
條

④
考
古
學
雑
誌
七
の
四
　
岩
出
齋
三
郎
報

⑤
伊
勢
峯
富
名
勝
圖
倉
　
世
義
寺
の
條

　
帥
都
名
勝
誌
　
威
徳
院
の
條

⑥
紳
都
澹
革
資
料
目
録

⑦
紳
都
名
勝
誌
　
菩
提
山
紳
宮
寺
阯
の
條

③
考
古
學
維
誌
七
の
四
　
和
田
千
吉
報
　
岩
臓
齋
三
郎
報

⑨
考
古
學
講
座
　
経
塚

⑩
考
古
學
維
誌
十
三
の
十
　
大
西
源
「
報

⑧
勢
陽
五
鈴
澄
響
　
桑
名
郡
多
度
紳
誰
の
條

⑫
考
古
學
雑
誌
九
の
十
　
鈴
水
嘉
昭
報

⑬
考
古
學
維
秘
説
の
四
　
岩
茸
齋
三
郎
報

⑭
久
留
春
三
、
三
村
清
三
郎
、
喜
田
珊
要
三
郎
、
…
π
葦
生
三
郎
等
藏
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⑮
考
古
學
講
座
　
経
塚

⑯
和
田
千
吉
氏
、
藏
播
磨
常
輻
寺
瓦
経

⑰
伊
勢
謬
富
名
飯
圃
會

　
大
日
本
金
石
史
　
（
米
崎
愛
吉
署
）

⑲
和
田
千
吉
藏

⑲
大
藤
鎭
太
郎
藏

⑳
帥
宮
文
庫
藏

⑳
黒
水
妙

⑳
考
古
學
講
座
　
経
塚

画
紳
宮
徴
古
館
藏

⑳
考
古
學
講
座
維
塚

⑳
鞍
馬
寺
経
塚
逡
貨

⑳
拶
陽
五
鈴
遣
響
　
桑
名
郡
多
度
淋
砒
の
條

⑳
考
古
學
雑
誌
十
四
の
一
　
井
上
頼
文
報

⑳
紳
頷
歴
代
翻
　
巷
上

　
淋
都
名
勝
誌
　
経
ケ
峰
の
條

　
山
田
三
方
倉
合
罷
録

⑳
勢
陽
五
鈴
遣
響
　
朝
熊
山
維
ケ
峰
の
條

⑳
後
藤
氏
年
表
山
梨
縣
魚
崎
矢
兵
衛
藏

　
考
山
両
界
五
の
山
ハ
　
高
橋
健
自
報

⑫
考
古
界
二
の
十
二
　
和
田
千
吉
綴

　
伊
藤
富
三
郎
藏

⑳
御
羅
清
自
藏

⑳
金
剛
謹
寺
　
現
在
ば
臨
濟
宗
束
瀟
寺
派
な
り

⑧
威
勝
寺
　
本
愈
不
動
明
土
　
眞
君
宗
大
登
寺
派
な
り
し
が
現
在
採
腰
滅

　
す

⑳
日
吉
紳
甦
　
現
在
ば
別
格
嘗
幣
鮭
北
畠
榊
祉
の
搬
耽
に
合
祀
す

⑰
大
日
本
金
石
史
　
（
木
崎
愛
吉
著
）

⑳
東
京
帝
室
樽
物
館
藏
、
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第
二
十
巻
　
第
一
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